
「平成２５年度（２０１３年度）いぶき福祉会事業報告」 

 

１、はじめに 

 

 本法人は平成６年６月に法人認可を受けて以来、一貫して「どんな重い障害のあ

る人でも、障害を科学的に分析し、その発達段階に応じた適切な援助を行うことに

よって限りなく発達し様々な社会サービスを受けつつ、地域で自立した暮らしを送

ることができる」を理念に掲げ運営を続けてきた。 

 

２、法人本部体制 

 

 年6回の理事会、年3回の評議員会を基本にすべての理事・評議員が出席できる

ように年間計画を策定した。内部に委員会を設置し各理事が委員長として部局を

統括した。 

 

３、職員労務管理体制 

 

多様な勤務形態に対応した就業規則の見直しを含め、財務・人事委員会で、職階

のあり方を含め、適材適所の人事体制を築き、事業の拡大に伴う管理体制の在り方

を検討し、責任の所在を明確化した管理機構を構築した。人材確保が難しい昨今、

確保のための具体的方策を議論した。各種雇用助成事業を活用し多様な人材の確

保に努めた。正規職員の 65 歳までの雇用システムを策定した。 

 

「施設運営」 

 

４、新規事業 

 

 島地区の事業所の再編に向けた準備をした。 

 

 ・「いぶき」（就労継続事業Ｂ型１０名・生活介護事業１０名：計２０名） 

 ・「いぶきゆめひろ共同作業所」（就労移行事業２０名） 

 ・「サテライトいぶき」（生活介護事業２０名） 

 ・「きざはし」（生活介護事業２０名）【新規事業】 

 

 

 

 

 



５、事業の概要 

 

① 「いぶき」 

岐阜市初の民間法人による通所授産施設（定員３０名）として、平成７年４月１日

岐阜市島新町に開所、平成１５年４月１日より定員３５名に増員した。障害者自立支

援法の施行に伴い。利用契約者を３９人とした。「きざはし」の事業開始により 4

月 1日付けで生活介護事業１０名・就労継続支援事業Ｂ型１０名の２０名定員に再編

した。さらに揖斐川町でのお茶の栽培、市内の畑によるブルーベリー畑開設に

向けて議論を始めた。 

 

② 「第二いぶき」 

２箇所目の通所授産施設（定員３０名）として平成１１年４月１日岐阜市出屋敷に開

所。岐阜市の委託事業として平成１２年１０月１日より「重症心身障害児（者）通園

事業 B 型（定員５名）」を併設した。更なる利用希望者の受け入れのため、平成１７

年４月１日より通所授産施設の利用定員を３５名に増員した。平成 23 年にコラボ

いぶきと統合し、定員４０人の生活介護事業に移行した。今年度は「第二いぶき

（生活介護事業４０名）」「第二いぶきＢ1５名（生活介護事業１５名）」に再編・増員

する。利用者の重度重複化に伴い、保健衛生の部会を立ち上げ、医療的ケアの

必要な利用者の利便を図るための議論を活発に行った。 

 

③ 「いぶきゆめひろ共同作業所」 

岐阜市の委託を受け、平成９年４月１日定員１２名で「うずら共同作業所」を開所。

一般就労に向けた取り組みを重視した施設として、現在まで２名の一般就労実

績がある。障害者自立支援法の施行に伴い、運営の効率化のため２００８年４月１

日より、法人本部の「いぶき」近隣に移転し、「いぶきゆめひろ共同作業所（就労

継続支援事業Ｂ型）」と名称を変更、就労支援のため食品製造販売事業を柱に

高賃金追及の取り組みを進めている。昨年度より就労移行支援事業（定員 20

名）に移行し、一般就労への挑戦を継続している。 

 

④「サテライトいぶき」 

  いぶきの利用者が40名を超過し、さらに入所希望者が増えている事態を鑑み

２０１３年度より「いぶき」より約 150 メートル西に位置する「洋伸ビル２・３Ｆ」を借用

し「サテライトいぶき（生活介護事業20名）を新設した。従来の下請け作業に加え、

野菜・果物等の乾燥プラントを配備し新たな事業展開を行なった。 

 

⑤「グループホーム（知的障害者地域生活援助事業）」 

知的障害者の自立した地域生活に向けた有効な社会資源であるとの認識から、

平成１２年４月１日「しまホーム（定員４名）」を、平成１４年４月１日「さぎやまホーム



（定員４名）」を開設した。さらに重度重複利用者のニーズに対応すべく平成１６

年１１月に「第二さぎやまホーム（定員４名）」平成２３年４月１日に「パストラルいぶ

き（定員１８名）」を開設した。さらに平成 24 年 4 月に「第二しまホーム（定員２

名）」を開設した。２０１３年度は「さぎやま・さぎやま第二ホーム」の一部を島地区

に統合移転し「新ホーム（定員 6 名）」を開設した。これによりいぶき福祉会の運

営するグループホームの総定員は 36 名となった。 

 

⑥「きざはし」 

 

  慢性的ないぶきの定員超過を解消すべく「いぶき」西５０ｍに位置する物   

件を６月下旬を目途に改装し、新たに生活介護事業所として事業を開始する。               

 

⑦「たーぶる（放課後等児童デイサービス事業）」 

 

 昨年度開設した「たーぶる（定員 10 名）」は昨年実績で 6 名～7 名の利用であっ

たが。利用希望の増加により本年度は 10 名の利用に膨らんだ。 

 

⑦相談支援事業 

 

 事業利用者の制度利用に際しアセスメント・計画立案・モニタリングを一貫して行

う事業で、本年度はいぶき福祉会の新規利用者・既利用者に対し、専従職員を配置

して行った。 

 


